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§1. セットアップ 

1-1. ＰＣ２０１１ＰＣａのインストール 
 

ＰＣ２０１１ＰＣａ をセットアップします。 

このソフトはＣＤ－ＲＯＭからセットアップし、ハードディスクに収納されます。 

ここでは、ハードディスクをC：ドライブ、ＣＤ－ＲＯＭをE：ドライブとして説明しています。 

※お使いになっている機器が異なるドライブ名の場合は、ドライブ名を読み替えてください。 

※お使いになるパソコンに旧バージョンが既にインストールされている場合は、 

旧バージョンをアンインストールした後(1-2.項を参考)、インストール作業を行って下さい。 

① 実行中のプログラムを全て終了させてください。 

② 「ＰＣ２０１１ＰＣａ」のＣＤ－ＲＯＭをドライブE：にセットし、 

その中のセットアップアプリケーション(setup)をダブルクリックしてください。 

 

 
 

セットアップの前に 

 

 

最初にプログラムをセットアップする場合、この

プログラムを使用するための準備として、

「Visual C++”14”ランタイムライブラリ(x86)」を

インストールする必要があります。インストール

をクリックしてください。インストール後再起動

して、再度「setup」ダブルクリックしてください。 

 

※この画面は、二度目からは表示されず次項

のセットアップ開始画面となります。 
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１．セットアップ画面の流れ 
 セットアップ開始 

 
セットアッププログラムが起動すると、まずこの画面にな

ります。 

ここで「次へ」をクリックすると次に進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セットアッププログラムが起動すると、この画面になり

ます。 

ここで「次へ」をクリックすると次に進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ライセンス条項画面 

 

ここで「ソフトウェア使用許諾契約書」をご確認頂き

「同意する(A)」を選択して、「次へ」をクリックして進み

ます。 
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インストール フォルダーの選択画面 

 

ここで「このユーザーのみ(M)」を選択して、「次へ」を

クリックして進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．インストールの開始 

 
 

インストールの確認画面 

 

確認して頂き「次へ」をクリックして、インストールを開

始してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
インストール完了画面 

 

インストールの完了を確認して頂き「閉じる」をクリックし

てセットアップを終了してください。 
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３．セットアップの終了です。 
 

アイコン（下図）がデスクトップなどにインストールされているかご確認ください。 
 

                        

                        

                        

                       PC2011Pca スタートアイコン 

                        

                        

PC２０１１PCaは、プログラムのインストール完了で、プロテクトキーのインストールも終了しています。 

ＰＣ２０１１ＰＣａプログラムの起動は、USBキーを装着する事で可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-2. ＰＣ２０１１ＰＣａのアンインストール 
 

① デスクトップタスクバーの[スタート] から「設定」で、下記画面として「アプリ」を起動して下さい。 
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② [アプリと機能] からアプリのアンインストールして下さい。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これでアンインストールは完了です。 

 

※プログラムはアンインストールされますが、データは削除されません。 

※お使いになるパソコンに旧バージョンが既にインストールされている場合は、旧バージョンをアンインストール

した後、インストール作業を行って下さい。 
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§2. 操作 

2-1. プログラムの起動と終了 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「アイコン」からプログラムを起動すると、上のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

プログラムを終了するときは、「ファイル」をクリックし、

「アプリケーションの終了」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  このファイル名

は説明用です。

実際とは異なり

ます。 
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2-2. 基本メニュー 
 

メニュー項目 内容 

ファイル ・ 新規作成 

・ 開く 

・ 上書き保存 

・ 名前を付けて保存 

・ 再読込計算 

・ 印刷 

・ 印刷プレビュー 

・ 画面印刷 

・ プリンタの設定 

・ 最近使ったファイル 

・ アプリケーションの終了 

編集 ・ 編集エディタの変更 

・ ＰＣ配線リスト編集 

・ ＣＳＶ出力 

・ エディタ編集 

・ 対話画面更新 

入力 ・ 対話入力（操作方法は対話入力マニュアル参照） 

表示 ・ ツールバー、ステータスバーの表示/非表示 

・ フォントの変更 

・ 架構図の選択 

・ グラフィックの拡大・縮小 

・ コントロールパネルの表示、設定更新 

・ 印刷、罫線、架構線の設定 

ヘルプ ・ マニュアルの参照 

・ ＰＣ２０１１ＰＣａのバージョン 
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ツールボタン一覧 

 
 新規ファイル作成 

 ファイルを開く 

 

 ファイルの保存 

 再読み込み計算 

 対話画面更新 

 印刷 

 印刷プレビュー 

 次の架構へ 

 前の架構へ 

 拡大 

 縮小 

 コントロールパネルの表示 

 バージョン情報 

 マニュアルの参照 
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2-3. ファイルメニュー 
 

1 新規ファイルの作成 
 

 

①「ファイル」をクリック 

②「新規作成」をクリック 

      又はツールボタンをクリック 

        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 保存してあるファイルを開く 
 

 

①「ファイル」をクリック 

②「開く」をクリック 

     又はツールボタンをクリック 
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3 ファイルを保存 
 

 

 

①「ファイル」をクリック 

②「名前を付けて保存」をクリック 

③再度保存する場合は 

「上書き保存」をクリック 

     又はツールボタンをクリック 

       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 入力したデータの再読み込み計算 
 

 

①「ファイル」をクリック 

②「再読込計算」をクリック 

     又はツールボタンをクリック 

         
 

このプログラムは、ファイルの「開く（読み込み）」「再読

み込み」をすると、瞬時に計算及び再計算を行います。 

 

対話入力をして保存されていない入力は、破棄されてし

まうので注意してご使用ください。 
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5 プリンタの設定 

 
 

①「ファイル」をクリック 

② 「プリンタの設定」をクリック 

 

 

※使用しているプリンタの設定が表示されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 印刷プレビューで計算結果の確認 

 

 

①「ファイル」をクリック 

②「印刷プレビュー」をクリック 

      又はツールボタンをクリック 
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「印刷プレビュー画面」について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① の部分― プリンタに出力「印刷」、ページ送り「次ページ及び前ページ」、表示ページ数「1ペー

ジ ２ページ」、表示の大きさ「拡大 縮小」、印刷プレビュー終了「閉じる」 

 

② 目次表示「目次選択」、表示選択「標準 最大」、表示ページ印刷「１項印刷」（又はＦ３） 

 

「目次選択」画面について 
 

プレビュー画面選択時にＦ２キー又は、 

目次選択をクリックすると表示します。 

 

見たい項目をクリックすると、その項目の始め

にジャンプします。下部の指定ページを入力し

て選択をクリックすると、そのページを表示い

たします。 

 

また、プレビュー画面選択時に、Ｆ３キー又は

１項印刷クリックすると、表示しているページを

印刷することができます。 

 

終了を選択すると、印刷プレビュー画面を終了

します。 

 

 

 

  

①  

②  



2-8 

 

7 画面印刷をします。 

 
 

①「ファイル」をクリック 

②「画面印刷」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面印刷はプログラム画面の印刷を行います。 

節点荷重(LODP)、部材CM0Q0（LODG,LODCの計算結果）の図は、計算書内に無いため 

『表示設定』-『節点荷重表示』、『部材CM0Q0表示』を指定の上、 

『画面印刷』機能を利用して出力して下さい。 
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2-4. 編集メニュー 
 

1 入力データ（テキスト入力）の作成及び変更 

 
 

① 「編集」をクリック 

② 「エディタ編集」をクリック 

 

テキストエディタを使用して、入力データの変更を行うこと

ができます。 

 

デフォルト設定されているテキストエディタは「メモ帳

(notepad.exe) 」です。他のエディタへの変更は「編集エディ

タ」で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

2 編集エディタの種類の変更 

 
①「編集」をクリック 

②「編集エディタ」をクリック 

③左図ウィンドウが表示されたらプログラム名をフルパス

指定※して書き換える 

 

 

 

※編集エディタの指定は、フルパスでの実行プログラム名入力が必要です。 

フルパスでの実行プログラム名確認は、編集エディタの[プロパティ]を参照してください。 

（秀丸の例 "C:\Program Files (x86)\HIDEMARU\HIDEMARU.EXE"） 

 

尚、デフォルトエディタは、メモ帳「notepad.exe」です（フルパス指定は必要ありません）。 
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3 ＰＣ配線の図化入力 
 

 

①「編集」をクリック 

②「PC配線リスト編集」をクリック 

 

注！）この機能は架構データを全て入力してからご使用く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図が表示されますので、必要に応じて配線形状を編集してください。 

 

 
 

※PC配線リストの編集については、対話入力マニュアルを参照して下さい。 
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4 ＣＳＶ出力 

 
 

①「編集」をクリック 

②「CＳＶ出力」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・下図のウィンドウが表示されます。 

 

 

 

 

「はい」をクリックするとCSVデータが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

注）ＰＣ２０１１ＰＣａプログラムインストールフォルダ内の入力データに対しては、ＣＳＶ出力が出来ま

せん。 

インストールフォルダ内の例題ファイルを読み込んでＣＳＶ出力テストする場合は、ご注意ください。  

各荷重のCMoQ、各応

力、PC梁柱の各耐力

（復元力特性）を出力

します。 
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5 対話入力更新 
 

 

①「編集」をクリック 

②「対話画面更新」をクリック 

又はツールボタンをクリック 

 

 

 

注）この時点で対話入力がテキストに変換されていないた

め、対話入力更新をテキスト化するには保存も行ってくださ

い。 
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2-5. 表示メニュー 
1 ツールバー・ステータスバーの操作 

 

 
①「表示」をクリック 

②「ツールバー」をクリックで表示、非表示とする。 

③「ステータスバー」をクリックで表示、非表示とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2 表示画面の操作 

 

①「表示」をクリック 

②「フォント」（文字の指定）は、ここでは使用しないで、「コントロール」 

  （表示設定）の画面文字サイズ、印刷文字サイズ、入力文字サイズ 

  で設定してください。 

③「次の架構」、「前の架構」で複数架構を入力した場合に、架構の画 

  面表示を切り替え出来ます。 

 

このツールボタンをクリックして切り替える事

も出来ます。 

 

④「拡大(M)」、「縮小(N)」で表示架構の拡大、縮小ができます。 

 

このツールボタンをクリックして切り替える事

も出来ます。 
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3 表示設定 （架構・配線形状・応力図の確認が行える） 

 

①「表示」をクリック 

②「コントロール」をクリック 

又はツールボタンをクリック 

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   表示設定の表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・文字サイズ・出力架構スケールは、画面・出力（印刷）表示それぞれで個別設定が可能です。 

・出力単位（SI）のチェックを外すことで、旧単位での出力が可能です。 

・応力Ｑ、応力Ｎの表示サイズ調整は、現在のバージョンでは使用できません。 

・応力図 小数点以下表示桁数は、「無し」がデフォルトですが、選択して変えることが出来ます。 
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4 設定更新 

 

 

①「表示」をクリック 

②「設定更新」をクリックする。（罫線設定、架構線設定などを更新した 

時に使用してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 印刷指定 

 

 

 

①「表示」をクリック 

②「印刷指定」をクリックする。（各設定を更新した時に使用する） 
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印刷指定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
6 罫線の色を変更出来ます。 

 
①「表示」をクリック 

②「罫線設定」をクリック 

③「基準罫線」又は「補助罫線」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

チェックの有無によ

り、出力したい項目

を指定できます。 

出力用紙の余白設定(mm) 

([pg位置]は上部印字される

ページ情報位置) 
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色の設定画面 
 

 

各罫線の色を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力例 
 

 
  

補助罫線 赤色に設定 

基準罫線 黒色に設定 



2-18 

 

 
7 架構線の設定 

 

 

①「表示」をクリック 

②「架構線設定」をクリック 

③ 「柱梁線」または「軸線」 

または「応力線」をクリック 

架構線の線種と色設定ができます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

   

   

 

各線の指定例 

 

「柱梁線」クリックして下図

にて指定する。 

（色：黒 線種：実線） 

 

 

 

 

 

 

「軸線」クリックして下図に

て指定する。 

（色：黒 線種：点線） 

 

 

 
              架構図 

 

 ※PCケーブルは青色で固定しています。  
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「応力線」クリックして下図

にて指定する。 

（色：赤 線種：実線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              応力図 

2-6. ヘルプメニュー 
① 「ヘルプ」をクリック 

② 「トピックの検索(H)」で「テキスト入力マニュアル」「対話入力マニュアル」「計算マニュアル」を表

示する。 

③ 「PC2011PCaのバージョン情報(A)」でバージョン情報を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

2-7. 入力 
 

入力部分は、「対話入力マニュアル」を参照願います。 

 

 

 

 

 

 



3-1 

 

§3. テキスト入力マニュアル 

3-1. 入力データ記述方式 
 

入力データのコントロールコードは以下とします。 

・ 各コードの項目の区切りは半角スペースによります。 

 

例） SHAH  4  1F  300  2F  

      ↑ ↑  ↑   ↑ 

        スペース  

 

・ 項目の終わりは改行としますが、アンダーバー（ _ ）を指定することにより継続します。 

 

例） LSTP PC1 KPC1 2/2 [S-A-S-A-S] [40/20-*-20/10-*-40/20-*] _  

 [100-*-50-*-100] L-50-50 0.006                     ↑ 

 

・ 中間項目の省略は（*）にて指定します。 

 

例） LSTP PC1 KPC1 2/2 [S-A-S-A-S] [40/20-*-20/10-*-40/20-*] _  

     [100-*- 50-*-100] L-50-50 0.006 

    ↑   ↑ 

 

・ 項目内の区切りは以下によります。 

階名はSHAH（必須項目）を指定することにより以降区間を（ ： ）にて指定することが可能です。

架構は独立して配置する為、複数架構区間は指定できません。ただし架構内の軸については、

軸番号を区間（ ： ）指定可能です。 

 

例） PLMC X1 1F:2F C1 C2 C2 C1 

           ↑ 

 

・ 各コードは1桁から始めます。継続行の項目または、同一コードの2個目のデータは2桁以降から、は

じめてください（データの見易さからは6桁目以降が良いでしょう）。 

 

例） MATL D10:D16 SD295 1.1 

 D19:D25 SD345 1.1 

 

・ （ ’ ）以降のデータはコメントデータとします。 

 

例） MATC 1F:RF CG FC21 24  ’－－RC 柱梁コンクリート材料 

 

・ テキストデータの作成は市販の汎用エディターによる事とします。 

 

・ データは半角入力してください。全角のデータ（全角空白も含む）がある場合、プログラムが作動しな

くなります。 

 

・ 出力単位を工学単位にする場合は、コントロールウィンドウの出力単位（SI）のチェックを消して下さ

い。（入力単位はSI単位のみです。）  
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3-2. 入力コード一覧 ※各入力コードの目次はこちらを参照して下さい。 

分類 コード名 内容   
タイトル TITL 物件名、略称 ･･････ 3-4 

   
 

 
形状 SHAH 建物高さ ･･････ 3-5 

 SHAS 架構スパン、位置 ･･････ 3-6 

   
 

 
使用材料 MATC コンクリート使用材料 ･･････ 3-7 

 MATL 鉄筋使用材料 ･･････ 3-8 

 MATP PC 鋼材使用材料 ･･････ 3-9 

   
 

 
部材リスト LSTC 柱部材リスト ･･････ 3-10 

 LSTG 梁部材リスト(片持ち梁も共通) ･･････ 3-13 

 LSTP PC 配線リスト ･･････ 3-19 

 LSTV ブレースリスト ･･････ 3-30 

 LSTW 壁リスト ･･････ 3-31 

   
 

 
部材配置 PLMC 柱配置 ･･････ 3-32 

 PLMG 梁配置 ･･････ 3-33 

 PLMV ブレース配置 ･･････ 3-30 

 PLMW 壁配置 ･･････ 3-35 

 PLM1 1 次配線配置 ･･････ 3-36 

 PLM2 2 次配線配置 ･･････ 3-36 

 PLM3 3 次配線配置 ･･････ 3-36 

 PLMＴ PC 柱配線配置 ･･････ 3-37 

 PLDG 梁高さ配置（段差梁入力） ･･････ 3-38 

   
 

 
荷重配置 LODH 層せん断力 ･･････ 3-39 

 LODP 節点荷重（水平力、軸力、モーメント） ･･････ 3-40 

 LODG 梁 C,Mo,Qo 入力 ･･････ 3-41 

 LODC 柱 C,Mo,Qo 入力 ･･････ 3-42 

 LODG,LODC 柱・梁荷重入力 ･･････ 3-43 

   
 

 
応力配置 STRN 柱軸力配置 ･･････ 3-45 

 STRG 梁応力配置 ･･････ 3-46 

 STRC 柱応力配置 ･･････ 3-48 

 STRP PC 直接配置 ･･････ 3-50 

   
 

 
応力解析条件 STAP 支点状態  ･･････ 3-51 

 STAB 施工ブロック指定 ･･････ 3-52 

 STAD 節点移動指定 ･･････ 3-53 

 STAG 梁剛域指定 ･･････ 3-54 

 STAC 柱剛域指定 ･･････ 3-55 

 STPG 梁ピン指定 ･･････ 3-56 

 STPC 柱ピン指定 ･･････ 3-56 

 STAM PCaPC 応力解析指定 ･･････ 3-57 

 STAR 剛域の自動計算 ･･････ 3-58 
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断面計算条件 MEMD 計算条件 ･･････ 3-59 

 MEM1 PC 梁断面計算条件 ･･････ 3-61 

 MEM2 PC 柱断面計算条件 ･･････ 3-63 

 MEM3 RC 部材断面計算条件 ･･････ 3-64 

 MEM4 その他 ･･････ 3-64 

 MEMG 梁計算指定 ･･････ 3-65 

 MEMC 柱計算指定 ･･････ 3-66 

 MEMB 柱脚計算指定 ･･････ 3-67 

 MEMM 一本部材指定 ･･････ 3-68 

     

柱梁接合部計算 MEMX 接合部検討条件 ･･････ 3-70 

 MEMJ 接合部計算指定 ･･････ 3-71 
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負値（－）入力
例）200 → -200

 

3-3. 入力データの説明 
 

物件名、略称       
TITL 1 2 3 

        
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 物件名 表紙に印刷されます。   

2 略称 各ページの上に表示印刷されます。   

3 

出力スケール 

文字サイズ 

変位図サイズ 

応力 M サイズ 
応力等文字サイズ 

スパン寸法位置 

入力書式： 

表示設

定による 

出力スケール/文字サイズ/変位図サイズ/ 

応力 M サイズ/応力図等文字サイズ/スパン寸法位置 

  
このデータを有効にする場合、表示設定画面の出力スケールを負 

の値として下さい。 

また、ここで入力した応力図等文字サイズについてはプログラムの 

関係上、印刷文字サイズ・表示画面文字サイズと異なったサイズで 

印刷されますので、調整してご使用下さい。 
  
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・ 各文字の長さに処理上の制限はありませんが、印刷の際全てを表示できる文字数は、半角32文字、

全角16文字となっています。 

 

・ 各項目の区切りは空白なので、空白を含む名前は指定できません。 

（全角の空白文字の指定は可能ですが、区切りの空白と区別がつきにくいのでなるべく避けてくださ

い） 

 

【 入力例 】 

TITL   サンプルデータ    TESTDATA  
TITL   サンプルデータ    TESTDATA    150/9/10/50/12 

  

※注）テキスト入力した値は表示設定と連動していません。 
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建物高さ 

SHAH 1 2 3 4 <5 6 ※>/7 <8 ※> 

  ※層数分繰り返す 

          
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 層数 
処理上の制限なし。ただし、印刷時に十分に表示できない 

不可 
場合があります。 

2 階名 英数字入力（表示上 4 文字程度） 不可 

3 階高さ 構造階高（cm） 不可 

4 階名   不可 

<5> 階高さ   <不可> 

<6> 階名   <不可> 

7 梁天端 /に続けて層数分の梁天端高さ（cm）   1) 

<8> 梁天端     

 

・ ここでの層数及び高さは各架構で共通に利用されます。 

 

・ 層数入力を間違えても表示はされますが、グラフィックが乱れる場合があります。 

 

1） 省略時は、構造芯＝梁天端とします。 

 

 

【 入力例 】     
SHAH 4 1F 300 2F 300 3F 350 4F 350 RF / 50 30 30 30 30  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 2 3 4

3
0
0

3
0
0

3
5
0

3
5
0

5
0

3
0

3
0

3
0

3
0

1F

2F

3F

4F

RF
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Y1

1F

2F

3F

4F

RF

Y2 Y3 Y4

X1フレーム

600 600 600
基準位置

 

架構スパン、位置       
SHAS 1 2 3 4 5 <6 7 ※>/8 9 <10※> 

 ※スパン数分繰り返す      

        
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 方向 X または Y 不可 

2 基準位置 その方向の基準点からの距離 不可 

3 名称 英数字入力（表示上 4 文字程度） 不可 

4 スパン数 制限なし。表示上十分な数値としてください 不可 

5 スパン長 制限なし。表示上十分な数値としてください（cm） 不可 

<6> スパン長   <不可> 

<7> スパン長   <不可> 

8 直交軸名   1） 

9 直交軸名   1） 

<10> 直交軸名   <1）> 

 

・ 直交軸名を荷重・応力配置、PC直接配置、節点移動、柱梁剛地域指定、梁・柱計算指定に使用する

ことができます。 

(入力した軸名を使用する際は、軸名の先頭に-を付ける必要があります。) 

 

1） 省略時は、1から順次番号が割り当てられます。 

 

【 入力例 】    
SHAS X 0 X1 3 600 600 600 /Y1 Y2 Y3 Y4 
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コンクリート使用材料       
MATC 1 2 3 4 

        
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 指定階   不可 

2 使用部位 
G：RC 梁  C：RC 柱  P：PC 梁  T：PC 柱    

X：柱梁接合部  F：PC 梁場所打ち（トップコン）部分 
不可 

3 設計基準強度 FCxx 不可 

4 比重 コンクリートのみの比重（ kN/m3） 24 

 

 

注) 告示で定められているコンクリート強度の下限値 

   ポストテンション方式で 

    フル,パーシャルの場合 Fc≧30 N/mm2 

    PRC の場合          Fc≧24 N/mm2 * 

   * 特別な検討をした場合またはプレストレスを補助的に用いる場合は Fc≧21 N/mm2 

 

注) 指定階のPC部分に設計基準強度が指定されていない場合、CまたはGを参照します。CまたはG

の指定がない場合、デフォルト値Fc＝21 N/mm2として計算します。 

PC梁場所打ち部分は、F→P→Gの順で参照します。 

 

注) 接合部の設計基準強度を指定していない場合はPC梁の設計基準強度を採用します。 

 

【 入力例 】 

MATC 1F:RF CG FC21 23 ’－－RC 柱梁コンクリート材料 

1F:RF P  FC35 24 ’－－PC 梁コンクリート材料 
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鉄筋使用材料       
MATL 1 2 3 

        
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 鉄筋径   1) 

2 材料種別   1) 

3 鉄筋強度割増   2） 

 

 

1） 省略時は、D10～D16 SD295,D19～D29 SD345,D32以上 SD390とします。 

 

2） 省略時は、下記とします。 

SD295→1.0 

SD345→1.0 

SD390→1.0 

SD490→1.0 

 

 

【 入力例 】 

MATL D10:D16 SD295 1.1 

D19:D25 SD345 1.1 

D29    SD390 1.1 
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PC鋼材使用材料 

MATP 1 2 3 4 

        
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 鋼材名称 英数字入力（4 文字程度） 不可 

2 鋼材種別本数 

①鋼材種別 SWPR1 SWPR7B SWPR7A SWPR19 

不可 

  を使用する場合 

径（mm）－鋼材種別－束ね本数 

 
－入力可能な径－    

SWPR1→5,7,8,9 

SWPR7A→9.3， 10.8， 12.4， 15.2 

SWPR7B→9.5, 11.1, 12.7 15.2 

SWPR19→17.8, 19.3，20.3，21.8，28.6 

 
②鋼材種別 SBPR 

径（mm）－鋼材種別 降伏強度/引張強度 

 
－入力可能な径－    

9．2，11，13，17，23，26，32，36、40  

     

     

     
束ね本数は、一本の PC ケーブルとして束ねる 

PC 鋼より線(PC 鋼線)の本数を示します。 

  

3 初期導入力 PC ケーブルの初期導入力（kN/本） 1) 

4 摩擦係数 

μ/λ（μ：1/rad，λ：1/m） 

不可 
PC ケーブルの摩擦係数を/で区切って入力 

μ：角度変化に対する摩擦係数  
λ：単位長さあたりに対する摩擦係数  

5 
P に考慮するη

の直接入力 

η（＜0.85 の値で入力） 

Mx に考慮するηの入力は、STAM PCaPC 応力解析指定

の入力によります。  

2) 

 

・ PC柱に配置するPC鋼材は、プログラムの仕様上、セットロスおよび摩擦損失を考慮できません。 

セットロスおよび摩擦損失を考慮する場合は、初期導入力を調整して下さい。 

 

1） 省略時は、鋼材種別本数より導入時許容引張力を初期導入力とします。 

 

2)  省略時は、PC鋼より線は0.85、PC鋼棒は0.80とします。 

 

 

【 入力例 】（テーブルデータを使用する場合） 

MATP KPC1 15.2-SWPR7B-5 882.59 0.25/0.004 

MATP KPC3 32-SBPR930/1080 590 
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柱部材リスト 

LSTC 1 2 3 4 5 6 7 8 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 階名    不可 

2 柱名称    不可 

3 柱頭断面 長方形断面 Dy*Dx（cm）  不可 

4 柱頭鉄筋 

[nx1/nx2-ny1/ny2-nA-Dxx|nx3-ny3-Dxx-pit] 

 不可 

nx1:X 方向 1 段目鉄筋本数 

nx2:X 方向 2 段目鉄筋本数 

ny1:Y 方向 1 段目鉄筋本数 

ny2:Y 方向 2 段目鉄筋本数 

nA:全鉄筋本数 

nx3:X 方向 HOOP 本数 

ny3:Y 方向 HOOP 本数 

Dxx:主筋または HOOP 異形鉄筋径 

pit:HOOP ピッチ（mm） 

 

 

 

 

 

 

  
HOOP に高強度せん断補強筋を使用する場合は、HOOP の Dxx を高強

度せん断補強筋の表の呼び名に変えて入力してください。 

（例 KSS785→S13） 

5 柱脚断面 長方形断面 Dy*Dx（cm） 柱頭に同じ 

6 柱脚鉄筋 
[nx1/nx2-ny1/ny2-nA-Dxx|nx3-ny3-Dxx-pit] 

柱頭に同じ 
柱頭鉄筋入力に倣ってください。 

7 鉄筋重心位置 

断面縁から鉄筋重心までの距離（cm） 

1) 

 

 

 

 

  

8 

剛性増大率 

または 

直接入力断面 

①入力値が 1000 未満の場合 

1.0 

ΦIx-ΦAsx-ΦAn-ΦIy-ΦAsy(倍） 
ΦIx(ΦIy):X(Y)方向の I0 の増大率 

ΦAsx(ΦAsy):X(Y)方向の As（せん断変形用 A）の増大率 

ΦAn:An（軸変形用 A）の増大率 

②入力値が 1000 以上の場合（直接断面係数入力） 

Ix-Asx-An-Iy-Asy (cm4-cm2-cm2-cm4-cm2) 
Ix(Iy):X(Y)方向の断面二次モーメント 

Asx(Asy):X(Y)方向のせん断変形用断面積 

An:軸変形用断面積 

※剛性増大率は応力計算に考慮しますが、断面検定する 

際の断面諸係数には考慮しません。 

 

 

nx1

ny1

Dx

D
y

X

Y

6.0

6
.0

←入力値

←
入

力
値
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4
.0

4.0

75

6
0

<C1>

・ 1)省略時は、かぶり厚 4cm として以下の式で自動計算します。 

 

 

 

 

 

鉄筋重心位置 = 1 段筋鉄筋重心位置 + 鉄筋間隔 × 2 段筋本数 / 全本数 

1 段筋鉄筋重心位置 = 4cm(かぶり厚) + STP 径 + 主筋径/2  
鉄筋間隔 = 主筋径(呼び名) × 1.5 + 最外径   

 

 

【 入力例 1 】 

LSTC 1F:RF C1 60*75 [3-4-10-D22|2-2-D10-100] 60*75 [3-4-10-D22|2-2-D10-100] 6.0 
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・ 高強度せん断補強筋の入力は、下表の仕様によります。 

○呼び名と諸係数 

鉄筋種別 呼び名 径(mm) 周長(mm) 断面積(mm2) 

リバーボン 785 

K10 9.53 30 71.3 

K13 12.7 40 126.7 

K16 15.9 50 198.6 

リバーボン 1275 

RB6.2(RB6) 6.2 19.5 30 

RB7.1(RB7) 7.1 22.8 40 

RB9.0(RB9) 9 28.7 64 

RB10.7(RB10) 10.7 34.9 90 

RB12.6(RB12) 12.6 41.2 125 

KSS785 

S10 9.53 30 71.3 

S13 12.7 40 126.7 

S16 15.9 50 198.6 

ウルボン 

U6.4(U6) 6.4 20 30 

U7.1(U7) 7.1 22 40 

U9.0(U9) 9 28 64 

U10.7(U10) 10.7 34 90 

U12.6(U12) 12.6 40 125 

UHY フープ 

UH6 6.35 20 31.67 

UH10 9.53 30 71.3 

UH13 12.7 40 126.7 

UH16 15.9 50 198.6 

➢ 呼び名の（）内は、プログラム入力時の名称を示します。 

➢ SBPDN1275/1420(ウルボン(U)、リバーボン1275(RB))は、柱のせん断補強筋として単独で外

周フープに135°フック閉鎖型を使用した場合を想定し、強度は80(kgf/mm2),785(N/m2)とな

りますので、補強筋をスパイラルとした場合、RB→RS、U→USと置き換えて入力してくださ

い。 
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梁部材リスト(片持ち梁も共通) 

LSTG 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 階名   不可 

2 梁名称   不可 

3 入力断面指定 E：端部・中央 *：左端部・中央・右端部 不可 

4 左断面 

①Ｔ形、長方形の場合 

不可 

b*D/Dp-B/B0*t-h （cm） 
b：幅 

D：せい 

Dp：Pca 梁せい 

B：曲げに対する応力算定、断面算定用有効幅 

※ヤング係数補正前の値を入力してください。 

B0：プレストレスによる軸方向変形、断面算定時 

P/A 算定用有効幅 

t：スラブ厚さ 

h ：スラブ高さ 

 

 

 

 

  

②台形の場合 

b*D/Dp-B/B0/bs*t （cm） 

 

 

 

 

  

③Ｉ形の場合 

b*D/Dp -B/B0/bs/bw＊t/tu/td/hu/hd （cm） 

 

 

 

 

 

 

  

➃ST 版形状の場合 

b1*D/Dp -B/B0/bs/b2＊t/tu （cm） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

B0

B

b

D
p

t
h

D

bs

B

D
p

t

bD
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番 号 項  目 説  明 省略時 

5 左鉄筋 

[n 上 1/n 上 2-n 下 1/n 下 2-Dxx 上/Dxx 下｜nP-Dxx-pit] 

不可 

n 上 1：1 段目上端筋 

n 上 2：2 段目上端筋 

n 下 1：1 段目下端筋 

n 下 2：2 段目下端筋 

nP：スターラップ本数 

Dxx 上：上端主筋異形鉄筋径 

Dxx 下：下端主筋異形鉄筋径 

Dxx：スターラップ異形鉄筋径 

pit：スターラップピッチ（mm） 

スターラップに高強度せん断補強筋を使用する場合は、スターラップの

Dxx を高強度せん断補強筋の表の呼び名に変えて入力してください。 

（例 KSS785→S13） 

6 中央断面 左断面を参照してください。 4 に同じ 

7 中央鉄筋 左鉄筋を参照してください。 5 に同じ 

8 右断面 左断面を参照してください。 4 に同じ 

9 右鉄筋 左鉄筋を参照してください。 5 に同じ 

10 鉄筋重心位置 

上端重心位置/下端重心位置 （cm） 

断面縁から鉄筋重心までの距離（cm） 

1) 
 

 

  
例） 上端と下端で重心位置が同じ場合   （入力 6.0） 

上端と下端で重心位置が異なる場合 （入力 7.0/6.5） 

11 

ハンチ長 

及び 

任意算定位置 

Lx(左端ハンチ長さ)/左端任意算定位置- 

Rx（右端ハンチ長さ）/右端任意算定位置 （cm） 
ハンチ無し

/ 

L0/4 

Lx： 左端ハンチ長さ 

Rx： 右端ハンチ長さ 

ハンチ長及び任意点算定位置は通り芯からの距離とします。 

例） 任意算定位置を省略する場合  （入力 230-230） 

任意算定位置を指定する場合 （入力 230/120-230/100） 

12 

剛性増大率 

または 

直接入力断面 

①入力値が 1000 未満の場合 

1.0 

ΦI-ΦAs-ΦAn (倍） 
ΦI： Ｉo の増大率（例 片側スラブ：1.5 両側スラブ：2.0） 

ΦAs： As（せん断変形用 A）の増大率 

ΦAn： An（軸変形用 A）の増大率 

②入力値が 1000 以上の場合（直接断面係数入力） 

I-As-An (cm4-cm2-cm2) 

I： 断面二次モーメント 

As： せん断変形用断面積 

An： 軸変形用断面積 

※剛性増大率は応力計算に考慮しますが、断面検定する 

際の断面諸係数には考慮しません。 

13 スラブ筋 
n-Dxx｜n-Dxx 

考慮しない 本数と径（例 5-D10）を左右別に“｜”で区切って入力します。 

曲げ終局耐力の計算に考慮します。 

14 
PC 梁端部 

曲げ拘束筋 

n-Dxx-pit｜n-Dxx-pit 

2) 
柱面から梁せいの 1.5 倍の範囲に配置する曲げ拘束補強筋の本数 n

と径、間隔を左右端別に｜で区切って入力します。 

  

6.0

6
.0

←入力値

入力値→



3-15 

 

 

・ 端指定を E にした場合、3断面目のデータを省略出来ます。（＊印は必要です。） 

・ スラブ高さの入力がある場合、各断面係数（A、I、Ｚ）にその値を考慮しますが、曲げ終局耐力の算定

には、スラブの下がりは考慮しません。また、スラブ高さがスラブ厚より大きい場合、スラブを考慮せず

矩形で曲げ終局耐力を計算します。 

・ 片持梁は、先端に仮想軸を設けて、柱抜けのモデルとして入力して下さい。断面検定は、3断面出力

されます。 

・ 高強度せん断補強筋の入力は、下表の仕様によります。 

○呼び名と諸係数 

鉄筋種別 呼び名 径(mm) 周長(mm) 断面積(mm2) 

リバーボン 785 

K10 9.53 30 71.3 

K13 12.7 40 126.7 

K16 15.9 50 198.6 

リバーボン 1275 

RB6.2(RB6) 6.2 19.5 30 

RB7.1(RB7) 7.1 22.8 40 

RB9.0(RB9) 9 28.7 64 

RB10.7(RB10) 10.7 34.9 90 

RB12.6(RB12) 12.6 41.2 125 

KSS785 

S10 9.53 30 71.3 

S13 12.7 40 126.7 

S16 15.9 50 198.6 

ウルボン 

U6.4(U6) 6.4 20 30 

U7.1(U7) 7.1 22 40 

U9.0(U9) 9 28 64 

U10.7(U10) 10.7 34 90 

U12.6(U12) 12.6 40 125 

UHY フープ 

UH6 6.35 20 31.67 

UH10 9.53 30 71.3 

UH13 12.7 40 126.7 

UH16 15.9 50 198.6 

➢ 呼び名の（）内は、プログラム入力時の名称を示します。 

 

1） 省略時は、かぶり厚4cmとして以下の式で自動計算します。 

 

 

 

 

鉄筋重心位置 = 1 段筋鉄筋重心位置 + 鉄筋間隔 × 2 段筋本数 / 全本数 

1 段筋鉄筋重心位置 = 4cm(かぶり厚) + STP 径 + 主筋径/2  
鉄筋間隔 = 主筋径(呼び名) × 1.5 + 最外径   

 

2） 左右端とも省略時は、STPに同じとします。右端のみ省略時は、左端に同じとします。 
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主筋をカットオフする
場合は0を入力する。

【入力例１】PCaPC（T形） 

LSTG RF PG3L * 60*100/86-170/170*14 [0-0-D25|2-D13-200] _ 

 60*100/86-366/600*14 ［4-4-D19/D25|2-D13-200］ _ 

 60*100/86-366/600*14 [0-0-D25|2-D13-200] _ 

 7.0 140-0 * 5-D10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【入力例２】PCaPC（台形） 

LSTG 3F PG13L * 54.5*80/70-170/170/45*10 [0-0-D19/D22|2-D13-100] _ 

 54.5*80/70-260/640/45*10 [3-4-D19/D22|2-D13-200] _ 

 54.5*80/70-260/640/45*10 [0-0-D19/D22|2-D13-100] _ 

 * 100-100 * 5-D13 
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【入力例３】PCaPC（Ⅰ形） 

LSTG RF PG1 * 75*140/129-455/1250/50/50*11/20/25/14/0 [0-0-D25|4-D13-100] _ 

 75*140/129-455/1250/50/25*11/20/25/10/25 [0-4-D25|2-D13-100] _ 

 75*140/129-455/1250/50/50*11/20/25/14/0 [0-0-D25|4-D13-100] _ 

 * 124-124 * 10-D13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【入力例４】PCaPC（ST版形状） 

LSTG RF  ST1  G  35*80/70-200/200/20/190*10/8/0/0/0-0 2-2-D19|2-D13-150 _ 

35*80/70-200/200/20/190*10/8/0/0/0-0 2-2-D19|2-D13-150 _ 

35*80/70-200/200/20/190*10/8/0/0/0-0 2-2-D19|2-D13-150 7.0 * * * * _ 

124-124 * 10-D13 
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【入力例４】ＲC 

LSTG 1F FG1 * 80*200 [6/6-6/6-D32|2-D13-150] _ 

 80*200 [6/2-6/2-D32|2-D13-150] _ 

 80*200 [6/6-6/6-D32|2-D13-150] _ 

 9/9 * 1.0* 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



3-19 

 

 

PC配線リスト 

LSTP 1 2 3 4 5 6 7 8 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 ケーブル名称   不可 

2 鋼材名称 MATP で入力した名称 不可 

3 本数 

① 1 段場合：N1 

不可 

② 2 段場合：N1/N2 

③ 3 段の場合：N1/N2/N3 

④ 曲線タイプ[C]を指定した場合：N1/N2－全本数 
入力本数（N1＋N2）の 2 倍と全本数が異なる場合、残りの本数を断面重

心位置に配置します。  

4 曲線タイプ 

各区間の曲線タイプ 

不可 

S：直線配線 

A：円弧配線 

C：直線配線対称配置（柱入力用） 
入射角は S が指定されている場合その直線勾配とします。 

A が指定されている場合勾配 0 で始まります。 

中間で S が連続配置された場合その中間点を無視します。 

A は左右の直線の勾配を区間の入出射角とします。 

Aが連続配置された場合またはAで終了する場合出射角＝入射角＋区

間勾配とします。  

5 間隔 梁天端からの高さ及び間隔(cm) ※１ 1） 

6 区間距離 指定端からの区間距離(cm) 2） 

7 引指定 

引指定－左(柱脚)補正位置(cm)－右(柱頭)補正位置(cm) 

不可 

引指定： 

W：梁（両引き） 

L：梁（左引き） 

R：梁（右引き） 

N：柱（軸変形を考慮しない） 

W：柱（軸変形を考慮する） 

左(柱脚)補正位置：構造芯からの左(柱脚)補正位置 

右(柱頭)補正位置：構造芯からの右(柱頭)補正位置 
・引指定は各ケーブルが始まる左端となる梁に指定してください 

段毎に異なる引指定が可能です。その場合、ＬＲＷのように各段続けて

入力して下さい。 

・補正位置は各ケーブルの左終止端となる配線には補正位置を、右終

止端となる配線には右補正位置を入力して下さい。 

8 セット量 定着装置のセット量⊿l(cm) 0.6 

 

・ 曲線タイプが[C]の場合、引指定とセット量は計算に考慮されませんが、左右補正位置は架構図の

作図に反映されます。 

 

1） 省略時は、前の区間に同じとします。 

 

2） 省略時は、配置されている長さより同一長さとなるように自動計算します。 

 

注）1次ケーブルも区間距離は柱芯から、高さは梁天端からの入力となります。 

また、左右補正位置はプログラム内では柱際として処理します。  
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※1.高さ及び間隔の数値前に「Ｄ」をつける事で、配線を梁の途中で止める事が出来ます。 

【 例 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LSTP PR1 K507 2/2 [S- S] [30/30-D30/D30-*] _ 

                           [100-*] L-45-* 0.6 

 

 

【 入力例 1 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LSTP PC1 K507 2/2 [S-A-S-A-S] [20/30-*-60/15-*-30/25-*] _ 

[70-*-100-*-70] L-35-15 0.6 

 

  

45 100

PR1

緊張端 固定端
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【 入力例 2 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PC11 K507 2/1/1/2 [S-A-S-A-S] [25/24/0/24-*-75/0/15/0-*-25/24/0/24-*] _ 

 [50-*-100-*-50] L-40.0-30.0 0.6 

 

【 入力例 3 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PC21 K507 1/1/1/1/1/1 [S-A-S-A-S] _ 

 [25/24/24/24/24/24-*-140/0/0/20/0/0-*-25/24/24/24/24/24-*] _ 

 [60-*-100-*-60] W-50.0-50.0 0.6 
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【 入力例 4 】（2種類のケーブルを使用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LSTP PC41 K507 2/2 [S-A-S-A-S] [25/30-*-80/15-*-20/20-*] _ 

 [70-*-200-*-70] W-40.0-40.0 0.6 

PC42 K508 1 [S-A-S-A-S] [25-*-95-*-20-*] _ 

 [70-*-200-*-70] W-40.0-40.0 0.6 

 

注）配線の重ね合わせ入力は3次ケーブルのみです。 
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【 入力例 5 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2種類の入力方法 

1. ケーブルを重ねる場合 

LSTP PC51 K507 2 [S-A-S-A-S] [25-*-70-*-20-*] [60-*-100-*-60]  W-40.0-0.0 0.6 

PC52 K507 2 [S-A-A-S] [20-*-40-30-*] [60-*-*-60]  W-0.0-40.0 0.6 

PC53 K507 2 [S-A-S-A-S] [55-*-85-*-35-*] [60-*-100-*-60] L-40.0-30.0 0.6 

 

2. ダミー配線（Dxx）入力とする場合 ［ ］表示のケーブル 

LSTP PC511 K507 2/2 [S-A-S-A-S] [25/30-*-70/15-*-20/15-*] _ 

 [60-*-100-*-60] WL-40.0-30.0 0.6 

PC512 K507 2/2 [S-A-A-S] [20/D0-*-40/D0-30/D0-*] _ 

 [60-*-*-60] W-0.0-40.0 0.6 

 

注）配線の重ね合わせ入力は3次ケーブルのみです。 
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【 入力例 6 】（中央直線域を0とする場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LSTP PC31 K507 2/2 [S-A-A-S] [20/30-*-60/15-30/25-*] _ 

 [70-*-*-70] L-35.0-15.0 0.6 
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【 入力例 7 】（交差するケーブル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2種類の入力方法 

1. ケーブルを重ねる場合 

LSTP PC71 K507 2 [S-A-A-S] [30-*-45-20-*] [60-*-*-60] L-40.0-0.0 0.6 

PC72 K507 2 [S-A-S-A-S] [20-*-70-*-20-*] [60-*-100-*-60] L-0.0-20.0 0.6 

PC73 K507 2 [S-A-S-A-S] [40-*-85-*-40-*] [60-*-100-*-60] R-20.0-0.0 0.6 

PC74 K507 2 [S] [40-*] [*] R-0.0-40.0 0.6 

 

2. ダミー配線（Dxx）入力とする場合 ［ ］表示のケーブル 

LSTP PC711 K507 2/2 [S-A-A-S] [30/D0-*-45/D0-20/D0-*] _ 

 [60-*-*-60] L-40.0-0.0 0.6 

PC712 K507 2/2 [S-A-S-A-S] [20/20-*-70/15-*-20/20-*] _ 

 [60-*-100-*-60] R-20.0-20.0 0.6 

PC713 K507 2/2 [S] [D0/40-*] [*] R-0.0-40.0 0.6 

 

注）配線の重ね合わせ入力は3次ケーブルのみです。 
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【 入力例8 】（柱入力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LSTP   PC1  KPC3  3-8  [C]  [15]  [*]  N-0-50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LSTP   PC1 KPC3 4/2-12 [C] [15/15] [*] N-0-50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LSTP   PC1 KPC3 5/2-16 [C] [15/15] [*] N-0-50 
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【 入力例 】（ホチキス形式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）ホチキス形式で入力した場合、中央断面のケーブルの有無に関わらず、PC 梁として断面検定され

ます。そのため、1 次ケーブルを配置する、別検討を行うなどの対応を行ってください。 

 

LSTP RR21 K609 2/2 [S-S-S] [30/30-D30/D30-30/30-*] _ 

 [200-*-200-*-85.5] L-40.0-0.0 0.6 

RR22 K609 2/2 [S-S-S] [30/30-D30/D30-30/30-*] [320-*-320] R 0.6 

RR23 K609 2/2 [S-S-S] [30/30-D30/D30-30/30-*] _ 

 [200-*-200-*-85.5] R-0.0-40.0 0.6 
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【 入力例 】（梁段差） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LSTP RR21 K609 1/1/1 [S-A-A-S] [30/30/D15-*-50/20/D15-20/35/D15-*] _ 

 [80-*-*-80] LW-40-0 0.6 

RR22 K609 1/1/1 [S-A-S-A-S] [D30/25/45-*-D30/60/15-*-D30/25/35-*] _ 

 [80-*-100-*-80] W 0.6 

RR23 K609 1/1/1 [S-A-S-A-S] [20/35/35-*-65/20/20-*-20/35/35-*] _ 

 [80-*-200-*-80] RWR-40-40 0.6 
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【 入力例 】（クロス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LSTP 2R11 K612 1/1 [S] [27/30-*] [*] W-50-0 0.6 

2R12 K612 1/1 [S] [27/30-*] [*] W 0.6 

2R13 K612 1/1 [S-S] [27/30-D27/D30-*] [180-420] W 0.6 

2R61 K612 1/1 [S-S] [D22/D30-22/30-*] [420-180] W 0.6 

2R62 K612 1/1 [S] [22/30-*] [*] W 0.6 

2R63 K612 1/1 [S] [22/30-*] [*] W-0-50 0.6 
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ブレースリスト 

LSTV 1 2 3 4 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 ブレース名称   不可 

2 断面 

RC ブレースの断面 b(cm)*D(cm)-タイプ 

不可 

 
ブレースタイプ 

 

 

 

  

3 配筋 
※配筋は現在、計算考慮されませんが、将来の拡張の為に設定してい

ます。 
不可 

4 剛性増大率 倍率指定 1.0 

 

 

【 入力例 】 

LSTV V1 50*50-X [3-3-8-D22|2-2-D10-200] 0.5 

 

  

X N Z
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壁リスト 

LSTW 1 2 3 4  

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 壁名称   不可 

2 壁形状 壁厚-開口 h-開口 w(cm) 不可 

3 鉄筋 

[nW1-Dxx-pit|nW2-Dxx-pit] 

不可 

nW1：横筋本数 

nW2：縦筋本数 

Dxx：鉄筋径 

pit：ピッチ 

※配筋は計算に考慮されませんが、将来の拡張の為に設定しています。 

4 剛性増大率 

①入力値が 1000 未満の場合 

1.0 

ΦI-ΦAs-ΦAn (倍） 
ΦI： Ｉo の増大率 

ΦAs： As（せん断変形用 A）の増大率 

ΦAn： An（軸変形用 A）の増大率 

②入力値が 1000 以上の場合（直接断面係数入力） 

I-As-An (cm4-cm2-cm2) 
I： 断面 2 次モーメント 

As： せん断変形用断面積 

An： 軸変形用断面積 

 

【 入力例 】 

LSTW W1 15-100-200 [2-D10-200|2-D10-200] 1.0-0.3-0.3 
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柱配置 

PLMC 1 2 3 ・・・（軸数分) 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名   不可 

3 符号   不可 

 

・ 柱配置がない軸には、(*)を入力して下さい。 

 

・ いくつかの層にわたる部材を一部材として計算する際は、下層の柱を( = )で入力して下さい。 

 

注） 計算上では下記に影響がありますので、一部材として配置しない場合は注意して下さい。 

1) 応力計算 

2) 断面検定のせん断の検討におけるh0の取りかた 

3) 柱梁接合部の検定におけるHの取りかた 

 

 

【 入力例 】 

PLMC X1 3F:4F C1 *  * C1 

X1 2F    C1 C2 C2 C1 

X1 1F    C1 C2 C2 = 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 2 43

C1

C1

C1

C1

C2

C2 C2

C2 =

C1

C1

C1

1F

2F

3F

4F

RF

X1フレーム
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梁配置 

PLMG 1 2 3 ・・・（スパン数分) 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名   不可 

3 符号   不可 

 

・ 梁配置がないスパン間には、(*)を入力して下さい。 

 

・ いくつかの軸にわたる部材を一部材として計算する際は、右側の梁を(=)で入力して下さい。 

 

 

【 入力例 】 

PLMG X1 1F    FG1 FG1 FG1 

X1 2F：3F  G1  G2  G1 

X1 4F：RF PG1  =   =  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 2 43

FG1

G1

FG1

G2 G1

FG11F

2F

3F

4F

RF

X1フレーム

G1 G2 G1

PG1 = =

PG1 = =
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ブレース配置 

PLMV 1 2 3 ・・・（スパン数分) 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名   不可 

3 符号   不可 

 

 

【 入力例 】 

PLMV X1 1F *  V1 V1 

      X1 2F *  *  V1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 2 43

V1

1F

2F

3F

4F

RF

X1フレーム

V1V1
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壁配置 

PLMW 1 2 3 ・・・（スパン数分) 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名   不可 

3 符号   不可 

 

 

注）耐震壁周りの柱・梁剛性は実躯体で応力計算する設定となっていますので、適性な剛性を入力し

てご使用下さい。 

 

【 入力例 】 

PLMW X1 1F：2F * W1 W1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 2 43

W1

1F

2F

3F

4F

RF

X1フレーム

W1

W1

W1
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1次配線配置 

PLM1 1 2 3 ・・・（スパン数分） 

 
2次配線配置 

PLM2 1 2 3 ・・・（スパン数分） 

 
3次配線配置 

PLM3 1 2 3 ・・・（スパン数分） 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名   不可 

3 符号   不可 

 

・1次ケーブルは緊張による部材荷重を計算しないので、途中節点を超えて連続指定できません。 

・1次ケーブル及び2次ケーブルは、2組目のPC配線を配置できません。 

・ いくつかの軸にわたるPC配線を配置する際は、右側を( = )で入力して下さい。（入力例1） 

・ PC配線は1部材に対して2組まで入力が可能です（3次ケーブルのみ）。入力は(上段/下段)とします。 

  （入力例2） 

・ 複数の部材に連続したPC配線を配置する際は、PC配線符号の先頭に(=)を入力して下さい。 

  （例 =PC） (入力例3) 

・ PC配線がない梁には、(*)を入力して下さい。 

  （例 上段のPC配線が途中までで下段のPC配線がある場合、*/PC4）（入力例4） 

 

【 入力例 1 】 (RF PC 配線リスト入力例 1、2、3、6 参照） 

PLM3 X1 RF PC１ = =  

【 入力例 2 】  (4F PC 配線リスト入力例 4 参照） 

PLM3 X1 4F PC1/PC2 = =  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 入力例 3 】   (RF PC 配線リスト入力例 5 参照） 

PLM3 X2 RF PC1/PC3 = =PC2  

 
【 入力例 4 】 （3F PC 配線リスト入力例 7 参照） 

PLM3 X2 3F PC1 =PC2/PC3 */=PC4 

 

 

 

 

 

 

  

1 2 43

1F

2F

3F

4F

RF

X2フレーム

PC1 =PC2/PC3 */=PC4

PC1/PC3 = =PC2

1 2 43

1F

2F

3F

4F

RF

X1フレーム

PC1/PC2 = =

PC1 = =
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PC柱配線配置 

PLMＴ 1 2 3 ・・・（軸数分） 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名   不可 

3 符号   不可 

 

・ 柱配置がない軸やPC配線を配置しない軸には、(*)を入力して下さい。 

 

・ PC配線の重ね合わせ(2重配置)は出来ません。 

 

 

【 入力例 】 

PLMＴ   X1 2F：4F  PC1  *  *  PC1 

        X1 1F     PC1  *  *  = 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 2 43

PC1

PC1

PC1

PC1

=

PC1

PC1

PC1

1F

2F

3F

4F

RF

X1フレーム
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梁高さ配置（段差梁入力） 

PLDG 1 2 3 ・・・・・・（スパン数分） 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名  不可 

3 高さ 基準階レベルよりの高さ（ｃｍ） （上方+、下方を-とします。） 不可 

 

注）ここでの入力はPC配線高さを補正し、ケーブル緊張力と荷重項の計算及び断面計算時に考慮しま

す。応力計算時部材は構造芯に配置されますので補正が必要な場合剛域入力等で調整して下さい。 

 

【 入力例 】 

PLDG X1 2F 10  

X1 3F  *  *  -20 

X1 4F  *  50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 補足説明 】 

 

・ ここでの入力はPC配線高さが補正されるので、LSTP（PC配線リスト）を修正する必要がありません。 

そのため、LSTPのPC配線高さは、PLDGの入力をしない場合（段差がない場合）の位置で入力して下 

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LSTP PC1 KPC1 2/2 [S] [20/30-*] _      LSTP PC1 KPC1 2/2 [S] [20/30-*] _ 

                     [*] L-35-15 0.6                         [*] L-35-15 0.6 

 

      PLDG X1 2F 10  

  

1 2 43

10

-20

50

1F

2F

3F

4F

RF

X1フレーム

1
0

10上げた場合

9
0

2
0

3
0

4
0

9
0

3
0

3
0

3
0

変更の必要なし 
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層せん断力 

LODH 1 2 3 ・・・（層数） 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 荷重条件 

LD：自重(d) LP：PC 板(pc) LT：トップコン(tp) 

WF：仕上げ WL：積載 

P2：2 次緊張 P3：3 次緊張 EK：地震時 SW：積雪時 

不可 

3 層せん断力 

各層せん断力(kN)下階から入力してください。 

0 
各層の水平外力は上下階の層せん断力の差とします。 

水平外力は、それぞれの層の梁節点に等分に作用するものとして、応力

解析に考慮します。  

 

【 入力例 】 

LODH X1 EK 400 300 200 100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  1 2 43

400kN

300kN

200kN

100kN

1F

2F

3F

4F

RF

X1フレーム
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節点荷重（水平力、軸力、モーメント） 

LODP 1 2 3 4 5 6 7  

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名   不可 

3 軸番号 
その架構で指定された左からの軸番号 

不可 SHAS で入力した直交軸名の先頭に-を付けると軸番号として使用すること 

ができます。  

4 荷重条件 

LD：自重(d) LP：PC 板(pc) LT：トップコン(tp) 

WF：仕上げ WL：積載 

P2：2 次緊張 P3：3 次緊張 EK：地震時 SW：積雪時 

不可 

5 Px 節点の水平外力（kN） 0 

6 Pz 節点の垂直外力（kN） 0 

7 M 節点のモーメント外力（kN・m） 0 

 

・ 下図を正とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 入力例 】 

LODP X1 RF 1 WF 100 50 40 

 

 
【 入力例 】（軸番号に直交軸名使用） 

SHAS X 0 Y1 1 1800 / A B 

LODP Y1 2F：RF -A WF 100 50 50 

 

 
注）同じ位置に同じ荷重条件で荷重を入力した場合、累加されず先に入力した値で計算しています。 

【 入力例 】 

LODP X1 RF 1 WF 100 50 50 

LODP X1 RF 1 WF 200 100 100 ←累加されない 

 

  

Px

Pz

M
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梁C,Mo,Qo入力 

LODG 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10  

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名   不可 

3 軸番号 
その架構で指定された左からの軸番号 

不可 SHAS で入力した直交軸名の先頭に-を付けると軸番号として使用すること 

ができます。 

4 荷重条件 

LD：自重(d) LP：PC 板(pc) LT：トップコン(tp) 

WF：仕上げ WL：積載 

P2：2 次緊張 P3：3 次緊張 EK：地震時 SW：積雪時 

不可 

5 CL 左固定端モーメント（kN・m） 0 

6 CR 右固定端モーメント（kN・m） 0 

7 QL 単純支持の左せん断力（kN） 0 

8 QR 単純支持の右せん断力（kN） 0 

9 Mo 単純支持の中央モーメント（kN・m） 0 

10 N 
プレストレス等による軸力（kN） 

0 
左右梁節点のそれぞれ正負外力として考慮します。 

 

・ 右図を正とします。 

 

 

 

 

・ 荷重条件Ｐによって荷重入力をした場合自動計算による梁のプレストレスによる不静定応力は架構

全体で無視されます。 

・ 梁の荷重項は上記CMoQoの直接指定の他、形状指定による入力も出来ます。 

 

【 入力例 】 

LODG X1 RF 1 WL 100 100 20 20 50 

 
【 入力例 】（軸番号に直交軸名使用） 

SHAS X 0 Y1 1 1800 / A B 

LODG Y1 2F：RF -A WL 100 100 20 20 50 

  

+N +N

+QR+QL

+CL +CR

荷重

+Mo
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柱C,Mo,Qo入力 

LODC 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10  

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名   不可 

3 軸番号 
その架構で指定された左からの軸番号 

不可 SHAS で入力した直交軸名の先頭に-を付けると軸番号として使用すること 

ができます。  

4 荷重条件 

LD：自重(d) LP：PC 板(pc) LT：トップコン(tp) 

WF：仕上げ WL：積載 

P2：2 次緊張 P3：3 次緊張 EK：地震時 SW：積雪時 

不可 

5 CD 柱脚固定端モーメント（kN・m） 0 

6 CU 柱頭固定端モーメント（kN・m） 0 

7 QD 単純支持の柱脚せん断力（kN） 0 

8 QU 単純支持の柱頭せん断力（kN） 0 

9 Mo 単純支持の中央モーメント（kN・m） 0 

10 N 
プレストレス等による軸力（kN） 

0 
上下柱節点のそれぞれ正負外力として考慮します。 

 

・ 右図を正とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 荷重条件Ｐによって荷重入力をした場合自動計算による柱のプレストレスによる不静定応力は架構

全体で無視されます。 

・ 柱の荷重項は上記CMoQの直接指定の他、形状指定による入力も出来ます。 

 

 

【 入力例 】 

LODC X1 1F 1 WL 100 100 20 20 50 

 
【 入力例 】（軸番号に直交軸名使用） 

SHAS X 0 Y1 1 1800 / A B 

LODG Y1 2F：RF -A WL 100 100 20 20 50 

 

  

+N

+N

+QU

+QD

+CD

+CU

荷重 Mo=中央モーメント
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柱・梁荷重入力 

LODG,LODC 1 2 3 4 5 6 <7><8><9> 

 ※<>内は入力が必要な荷重タイプのみ入力してください。 

 
番号 項目 説明 省略時 

1 架構名  不可 

2 階名  不可 

3 軸番号 
その架構で指定された左からの軸番号 

不可 SHAS で入力した直交軸名の先頭に-を付けると軸番号として使用すること 

ができます。 

4 荷重条件 

LD：自重(d) LP：PC 板(pc) LT：トップコン(tp) 

WF：仕上げ WL：積載 

P2：2 次緊張 P3：3 次緊張 EK：地震時 SW：積雪時 

不可 

5 荷重タイプ  不可 

6 PWM 荷重タイプ図による 0 

<7> e1 荷重タイプ図による <0> 

<8> W2 荷重タイプ図による <0> 

<9> e2 荷重タイプ図による <0> 

 

・ 形状指定による入力が出来ます。 

 

・ 荷重タイプ図の図示方向を正とします。 

 

・ CMoQoの直接指定は先頭データ群部分のみに指定可能です。 

 

・ データの指定個数に制限はありません。 

 

 

【 入力例 】（柱） 

LODC X1 2F 1 WL P3 100 W1 20 WC 20 2.0 30 3.0 

 

 

 

 

 

【 入力例 】（梁） 

LODG X1 2F 1 WL P3 100 W1 20 WC 20 2.0 30 3.0 

 

 

 

  

I

+20kN/m

J

100kN
+30kN/m

+20kN/m

3.0m2.0m

I

+20kN/m
J

100kN
+30kN/m

+20kN/m

3
.0

m
2
.0

m



3-44 

 

 

【 荷重タイプ図 】 I：梁では左端、柱では柱脚 

  J：梁では右端、柱では柱頭 

 荷重タイプ PWM e1 W2 e2 

 

 

 

（距離は等分布） 

(kN) 

   

 

 

 

  

(kN) (m) 

  

 

 

 

（距離は等分布） 

(kN・m) 

   

 

 

  

(kN・m) (m) 

  

 

  

(kN/m) 

   

 

 

 

 

  

(kN/m) (m) (kN/m) (m) 

 

 

  

(kN/m) 

   

 

 

  

(kN/m2) (m) 

  

 

 

  

(kN/m) (m) (m) 

 
 

  

I J

P2 P3P1

I J

P or PL PR

e1 e1

I J
M2 M3M1

I J
M or ML MR

e1 e1

I

W1

J

W2
W1

e2e1

I J

e2e1

W or WL WC

e2 e1

WR

I J
T1 T2 T3 T4

I J

T1 T2 T3 T4

e
1

T or TL TCTR

e2 e1e2e1

I J

e2e1
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柱軸力配置 

STRN 1 2 3 4 ・・・（軸数分） 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名  不可 

2 階名  不可 

3 荷重条件 

LD：自重(d) LP：PC 板(pc) LT：トップコン(tp) 

WF：仕上げ WL：積載 

P2：2 次緊張 P3：3 次緊張 EK：地震時 SW：積雪時 

不可 

4 軸力   0 

 

 

・ この値は計算された柱軸力と入れ替えて応力図表示および断面検定に用いられます。 

 

 

【 入力例 】 

STRN X1 1F WL 100 80 80 100  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 2 43

100
1F

2F

3F

4F

RF

X1フレーム

80 80 100
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梁応力配置 

STRG 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10  

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名   不可 

3 軸番号 
その架構で指定された左からの軸番号 

不可 SHAS で入力した直交軸名の先頭に-を付けると軸番号として使用すること 

ができます。 

4 荷重条件 

LD：自重(d) LP：PC 板(pc) LT：トップコン(tp) 

WF：仕上げ WL：積載 

P2：2 次緊張 P3：3 次緊張 EK：地震時 SW：積雪時 

不可 

5 ML 左端曲げモーメント（kN・m） 0 

6 MR 右端曲げモーメント（kN・m） 0 

7 QL 左端せん断力（kN） 0 

8 QR 右端せん断力（kN） 0 

9 Mｃ 中央曲げモーメント（kN・m） 0 

10 N 
プレストレス等による軸力（kN） 

0 
左右梁節点のそれぞれ正負外力として考慮します。 

 

・ 応力の正負は下図によります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ この値は、CMoQおよび荷重の入力から計算された応力に加算されます。 

 

・ 荷重条件Ｐによってプレストレスによる不静定応力を直接入力した場合、自動計算による梁のプレス 

トレスによる不静定応力は架構全体で無視されます。 

 

  

ML

N

Mc MR

N

QL QR

+
+-

+ - - +

ML

N

Mc MR

N

QL QR

+
+

+ + - +



3-47 

 

 

・ N軸力を入力した場合、応力図には反映されますが断面検定には反映されませんのでご注意下さ

い。 

 

 

【 入力例 】 

STRG X1 RF 1 WL -100 100 -20 -20 30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 入力例 】（軸番号に直交軸名使用） 

SHAS X 0 Y1 1 1800 / A B 

STRG Y1 RF -A WL -100 100 -20 -20 30 

 

  

1 2 43

1F

2F

3F

4F

RF

X1フレーム

ML=-100

Mc=30QL=-20 QR=-20

MR=100
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柱応力配置 

STRC 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10  

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名   不可 

3 軸番号 
その架構で指定された左からの軸番号 

不可 SHAS で入力した直交軸名の先頭に-を付けると軸番号として使用すること 

ができます。 

4 荷重条件 

LD：自重(d) LP：PC 板(pc) LT：トップコン(tp) 

WF：仕上げ WL：積載 

P2：2 次緊張 P3：3 次緊張 EK：地震時 SW：積雪時 

不可 

5 MD 柱脚曲げモーメント（kN・m） 0 

6 MU 柱頭曲げモーメント（kN・m） 0 

7 QD 柱脚せん断力（kN） 0 

8 QU 柱頭せん断力（kN） 0 

9 Mｃ 中央曲げモーメント（kN・m） 0 

10 N 
プレストレス等による軸力（kN） 

0 
上下柱節点のそれぞれ正負外力として考慮します。 

 

・ 応力の正負は下図によります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ この値は、CMoQおよび荷重の入力から計算された応力に加算されます。 

 

・ 荷重条件Ｐによってプレストレスによる不静定応力を直接入力した場合、自動計算による柱のプレス 

トレスによる不静定応力は架構全体で無視されます。 

 

  

MU

N

QU
+

+

+ -

-

N +

+QU-

QD-QD+

MU

MD MD

N + N +

せん断力
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【 入力例 】 

STRC X1 4F 1 WL 100 100 20 -20  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 入力例 】（軸番号に直交軸名使用） 

SHAS X 0 Y1 1 1800 / A B 

STRC Y1 1F -A WL 100 100 20 -20  

 

  

1 2 43

1F

2F

3F

4F

RF

X1フレーム

MU=100

QU=-20

MD=100
QD=20
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PC直接配置 

STRP 1 2 3 4 5 6 7  

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名  不可 

2 階数  不可 

3 軸番号 
その架構で指定された左からの軸番号 

不可 SHAS で入力した直交軸名の先頭に-を付けると軸番号として使用すること 

ができます。   

4 配置部材 

G1：梁(1 次ケーブル)  G2：梁（2 次ケーブル） 

G3：梁（3 次ケーブル）  C：柱 不可 

5 
左端(柱脚) 

PC 指定 

P/e（kN/cm）  
不可 P：プレストレス量 

e：偏心距離  

6 
中央(柱頭) 

PC 指定 

P/e（kN/cm） 
不可 

 

7 
右端 

PC 指定 

P/e（kN/cm） 
不可 

 

・ このレコードを省略した場合は、自動計算によります。 

 

・ この入力は、PC配線を配置した部材にのみ有効となります。 

（PC配線の配置が無い部分に指定しないで下さい。） 

 

・ この入力は、縁応力度の検討のPおよびeを変更します。 

  PC鋼材の仕様はPC梁配線配置、PC柱配線配置によります。 

  また、曲げ終局耐力計算用のケーブル位置もPC梁配線配置、PC柱配線配置によります。 

 

・ 柱の場合、現在偏心距離を考慮しないので、偏心距離の入力があっても無視します。 

 

 

【 入力例 】 

STRP X1 2F 1 G3 2540/12 2530/20 2520/12 

 
【 入力例 】（軸番号に直交軸名使用） 

SHAS X 0 Y1 1 1800 / A B 

STRP Y1 1F -A G3 2540/12 2530/20 2520/12 
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支点状態 

STAP 1 2 3 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名   不可 

3 支点状態 

F：自由 P：ピン X：固定 Ｒ：ローラー 

最下階に 

設定 

 
バネを指定する場合は/で区切って入力 

水平（kN/cm）/鉛直（kN/cm）/回転（kN・cm/rad) 

 
バネ値を 0 とした場合、その方向の自由度が自由になります。 

バネ値を＊とした場合、その方向の自由度は固定になります。 

よって     
        X:固定    */*/*   
        P:ピン       */*/0   
        R:ローラー   0/*/0   

と同じです。 

  

 

 

・ このレコードを省略した場合は、最下階はピン、その他は自由とします。 

 

 

【 入力例 】 

STAP X1 2F * * P R 

      X2 1F 1.5e3/2.5e3/0 1.5e3/2.5e3/1.3e7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 2 4

P
1F

2F

3F

4F

RF

X1フレーム

3

R

PP
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施工ブロック指定 

STAB 1 2 3・・・（層数） 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名  不可 

2 施工順タイプ A～C（下図参照） 不可 

3 ブロック番号 
下階よりブロック番号を指定してください。 

不可 
最下階を 0 として連続番号としてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 2次緊張・3次緊張は指定した施工ブロックごとに施工順を追って応力解析を行います。 

  

施工順序 A B C

Ⅰ

梁自重 梁自重 梁自重

Ⅱ

2次緊張 PC板 PC板

Ⅲ

PC板 2次緊張 トップコン

Ⅶ

積載荷重 積載荷重 積載荷重

Ⅳ

トップコン トップコン

Ⅴ

3次緊張 3次緊張 3次緊張

Ⅵ

仕上げ 仕上げ 仕上げ
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節点移動指定  

STAD 1 2 3 4 5 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名   不可 

3 軸番号 
その架構で指定された左からの軸番号 

不可 SHAS で入力した直交軸名の先頭に-を付けると軸番号として使用すること 

ができます。   

4 dx （cm） 0 

5 dz （cm） 0 

 

 

・ 下図の移動を正とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 現在のバージョンでは、連続して配置されるPC配線に対して、節点移動による折れ曲がりは考慮で

きません。 

 

 

【 入力例 】 

STAD X1 RF 1 0 100 

     X1 RF 3 0 100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 入力例 】（軸番号に直交軸名使用） 

SHAS X 0 Y1 1 1800 / A B 

STAD Y1 RF -A 0 100 

  

dx

dz

1 2 3

4
0
0

3
0
0

1 2 3

4
0
0

4
0
0

RFの節点を上部に
100cm移動
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梁剛域指定 

STAG 1 2 3 4 5 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名   不可 

3 軸番号 
その架構で指定された左からの軸番号 

不可 SHAS で入力した直交軸名の先頭に-を付けると軸番号として使用すること 

ができます。   

4 ｇｌ 左端剛域長(cm) 0 

5 ｇｒ 右端剛域長(cm) 0 

 

 

【 入力例 】 

STAG X1 RF 1 100 90 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 入力例 】（軸番号に直交軸名使用） 

SHAS X 0 Y1 1 1800 / A B 

STAG Y1 RF -A 100 100 

 

 

 

 

 

  

X1フレーム

100 90

RF
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柱剛域指定 

STAC 1 2 3 4 5 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名   不可 

3 軸番号 
その架構で指定された左からの軸番号 

不可 SHAS で入力した直交軸名の先頭に-を付けると軸番号として使用すること 

ができます。   

4 ｇｂ 柱脚剛域長（cm） 0 

5 ｇｔ 柱頭剛域長（cm） 0 

 

 

【 入力例 】 

STAC X1 1F 1 100 90 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 入力例 】（軸番号に直交軸名使用） 

SHAS X 0 Y1 1 1800 / A B 

STAC Y1 1F -A 100 100 

 

  

1
00

9
0
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梁ピン指定 

STPG 1 2 3 4 5 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名   不可 

3 軸番号 その架構で指定された左からの軸番号 不可 

4 pｌ 左端 A：自動計算 P:ピン接合 値（kNcm/rad）：ばね接合 A 

5 pｒ 右端 A：自動計算 P:ピン接合 値（kNcm/rad）：ばね接合 A 

 

【 入力例 】 

STPG  X1 RF 1 P P 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柱ピン指定 

STPC 1 2 3 4 5 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名   不可 

3 軸番号 その架構で指定された左からの軸番号 不可 

4 pｂ 柱脚 A：自動計算 P:ピン接合 値（kNcm/rad）：ばね接合 A 

5 pｔ 柱頭 A：自動計算 P:ピン接合 値（kNcm/rad）：ばね接合 A 

 

【 入力例 】 

STPC  X1 1F 1 P P 
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PCaPC応力解析指定 

STAM 1 2 3 4  5 

番 号 項  目 説  明 省略時 

1 

PCa 梁自重

の自動計算

指定 

0：PCa 梁自重の自動計算をしない 

0 
1：PCa 梁自重の自動計算をする 

  

断面形状 b×Dp より Mo Qo を算出します 

2 
架設時 CMQ

の処理 

0：C=0      節点重量に考慮する 

0 

1：C=Qo・a  節点重量に考慮する 

2：C=0      ※選択不可です。 

3：C=0      節点重量に考慮しない 

節点重量に考慮するとした場合は、直交方向（桁方向）か 

らの荷重を考慮する事に注意してください 

(３)を指定した場合は、応力の直接入力が必要です 

3 

架設時固定

荷重の施工

順序を考慮し

た応力計算 

0：施工順序を考慮する 

0 

1：施工順序を考慮しない（完成系） 

  

架設時固定荷重とは自重・PC 板・トップコン荷重時を示す 

ため、1 を指定するのが一般的です 

4 

緊張時の施

工順序を考

慮した応力計

算 

①-②-③ 

①：2 次緊張 

0-0-0 

②：2 次緊張後の固定荷重計算 

③：3 次緊張 

  

0：施工順序を考慮する 

1：施工順序を考慮しない（完成系） 

  

②は 1 を指定するのが一般的です 

5 

Mx に考慮す

るηの直接

入力 

η1-η2-η3 

η1：1 次ケーブルのη 

（1 次ケーブルは Mx 応力算出がないため P に考慮する値に

なります） 

0.85-0.85-0.85 

η2：2 次ケーブルのη 

η3：3 次ケーブルのη 

  

※入力がない場合η=0.85 とします 

例 入力 0.8         η1=0.8 η2=0.85 η3=0.85  

       0.8-0.83     η1=0.8 η2=0.83 η3=0.85  

       0.8-*-0.83   η1=0.8 η2=0.85 η3=0.83 

【 入力例 】 

一般的な使用 

STAM  0 3 1 0-1-0 

・PCa 梁自重の自動計算指定をせず、応力の直接入力を行い、架設時固定荷重は施工順序を考慮

せず完成系にて計算し（または応力の直接入力を行う）、2 次緊張・3 次緊張は施工順序を考慮して応

力計算をする 

STAM  1 0 1 0-1-0 

・PCa 梁自重の自動計算を行い、架設時固定荷重は施工順序を考慮せず完成系にて計算し（また 

は応力の直接入力を行う）、2 次緊張・3 次緊張は施工順序を考慮して応力計算をする。 

2 次緊張・3 次緊張を同時緊張とする場合は 1-1-1 とする.。 
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剛域の自動計算 

STAR 1  

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 
剛域の 

自動計算 

0：剛域の自動計算を行わない 
0 

1：剛域の自動計算を行う 

 

【 入力例 】 

STAR   1 

 

 

 

  



3-59 

 

 

計算条件 

MEMD 1 2 3 4 5 6 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 計算ルート 1，2-1，2-2，3a，3b 不可 

2 断面検定位置 

柱断面検定位置－梁断面検定位置 

C-C 

G：剛域端（剛域の入力がない箇所はフェイスで計算します。） 

F：フェイス 

C：軸心 

F=数値：フェイスからの入り長さ 

3 PC 梁応力割増 
αM-αn-αm 

1) 
曲げモーメント割増-せん断力割増-終局せん断力割増 

4 RC 梁応力割増 
αM-αn-αm 

1) 
曲げモーメント割増-せん断力割増-終局せん断力割増 

5 PC,RC 柱応力割増 
αM-αn-αm 

1) 
曲げモーメント割増-せん断力割増-終局せん断力割増 

6 Fｅｓ 下階から順に-を付けて入力してください。 2) 

7 積雪諸係数 長期係数-地震時係数-終局設計係数 
0.7-0.35 

-1.4 

8 積雪荷重の考慮 1：一般地域  2：多雪区域 1 

9 施工時の許容値 
0：PC 規準 1998 

1：PC 規準 2022 
0 

 

・ 応力割増は以下の様に考慮されます。 

Md=ML(G+P+X)+αM・Fes・Mk      

Qd1=QL(G+P+X)+αn・Fes・Qk          

Qd2=QL(G+P+X)+αm・Qm              

・ ルート3は、ルート3aを示します。 

・ ルート3bは、Fesを考慮しません。 

・ ルート3bについては保有水平耐力の検討を行うため、終局せん断割増は1.2である必要はないです

が、曲げ破壊を先行させるように1.2としています。 

・ 1次設計の設計用せん断力はQL+αn・Qkですが、本プログラムの断面検定は2次設計を対象として

いるため、QL+αn・Fes・QkとQL+αm・Qmの小さい方を設計用せん断力として採用する仕様になって

います。QL+αn・Fes・Qk>QL+αm・Qmとなる場合には注意してご使用下さい。 

・ LODG,LODC,STRG,STRCのどれにも積雪荷重（SW）が入力されていなければ、積雪荷重に対して一

切考慮されません。 

 

1） 省略時は、計算ルートの値により下表の値を採用します。 

ルート PC 梁 RC 梁 PC,RC 柱 

1 1.5-2.25-1.2 1.5-2.25-1.2 1.5-2.25-1.2 

 2-1  1.5-2.25-1.2 1.5-2.25-1.2 1.5-2.25-1.2 

 2-2  1.5-2.25-1.2 1.5-2.25-1.2 1.5-2.25-1.2 

3,3a 1.5-2.25-1.2 1.5-2.25-1.2 1.5-2.5-1.25 

3b 1.5-1.5-1.2 1.5-1.5-1.2 1.5-1.5-1.2 
 

2） 全ての階を省略時は、1.0とします。一部の階を省略時は、下階に同じとします。 

 

注) 剛域を入力した場合は剛域端での検討となります。フェイス位置で検討する際は、F= 0.1で入力し 

て下さい。  
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【 入力例 】 

C-F=10 

柱は軸芯 

梁はフェイス入り長さ 10cm 

 

 

【 入力例 】 

MEMD 3b F-F 1.5-2.25-1.2 * 1.5-2.5-1.2 1.1-1.3-1.2-1.0 0.7-0.35-1.4 0 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 2 43

1F

2F

3F

4F

X1フレーム

RF

Fes=1.0

Fes=1.2

Fes=1.3

Fes=1.1
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PC梁断面計算条件 

MEM1 1 2 3 4 5 6  7  8 9 

  

番 号 項  目 説  明 省略時 

1 設計レベル 

設計時端部/設計時中央－施工時端部/施工時中央 

1/2-1/2 
の順序で指定します。 

1：フルプレストレス 

2：ﾊﾟｰｼｬﾙﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ ※中央を省略した場合は端部と同じとします。 

2 
許容応力度の 

上限値の選択 

端部/中央 の順序で指定します。 

1/1 
1：工場打ち(許容圧縮応力度 21N/mm2 許容引張応力度 2.1N/mm2) 

2：場所打ち(許容圧縮応力度 18N/mm2 許容引張応力度 1.8N/mm2)   

※中央を省略した場合は端部と同じとします。 

3 せん断終局耐力式 

0：トラス・アーチ機構式 

0 

1：トラス・アーチ機構式（トラス機構を考慮しない） 

2：従来式 

3：トラス・アーチ機構式（pw/2 考慮） 

4：従来式（pw/2 考慮） 

5：塑性ヒンジ考慮式 

6：塑性ヒンジ考慮式（pw=0） 

7：塑性ヒンジ考慮式（pw/2 考慮） 

4 
曲げひび割れ 

耐力式 

曲げひび割れ強度式において、コンクリートの曲げ引張 
Ftb 

自動計算 
強度（Ftb）の倍率を入力します。 

Ftb は 0.0～1.0 で入力してください。 

5 
せん断スパン 

計算条件 

降伏剛性低下率αy の算定に用いるせん断スパン(a)の 

0 
計算において 

0：長期応力を考慮する   a=M/(QL+QM) 

1：長期応力を考慮しない  a=M/QM 

6 
曲げ終局耐力 

計算方法 

端部の曲げ終局強度式に考慮する PC 鋼材を指定します。 

0 

0：中立軸 Xn より引張側の PC 鋼材 

  ＋圧縮側の導入力 

  

  

  

  

  

  

1：矩形断面の重心位置より引張側の PC 鋼材 

 ＋圧縮側の導入力 

  

  

  

  

  

  

梁中央断面の終局曲げ破壊耐力は常に中立軸 Xn 以降の引張側の 

PC 鋼材のみ考慮とします。 

  

無視

有効

D
/
2

D

引
張

側
圧

縮
側

D
/
2

無視

有効

X
n

D

引
張

側
圧

縮
側
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番 号 項  目 説  明 省略時 

7 PC 梁圧着部 
0：出力する 

0 
1：出力しない 

8 ひび割れの検討 
0：出力する（Fcr・MD と判定部分） 

0 
1：出力しない 

9 
PRC となったときの 

斜張力の検討 

0：判定する 

1：判定しない 
0 

10 
PRC 断面検定表の 

出力 

0：出力する 
0 

1：出力しない 
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PC柱断面計算条件 

MEM2 1 2 3 4 5  6  7 

  

番 号 項  目 説  明 

省略

時 

1 設計レベル 

設計時－施工時 の順序で指定します。 

1-1 1：フルプレストレス 

2：パーシャルプレストレス 

2 
許容応力度の 

上限値の選択 

1：工場打ち(許容圧縮応力度 21N/mm2 許容引張応力度 2.1N/mm2) 
1 

2：場所打ち(許容圧縮応力度 18N/mm2 許容引張応力度 1.8N/mm2)  

3 せん断終局耐力式 

0：トラス・アーチ機構式 

0 

1：トラス・アーチ機構式（トラス機構を考慮しない） 

2：従来式 

3：トラス・アーチ機構式（pw/2 考慮） 

4：塑性ヒンジ考慮式 

5：塑性ヒンジ考慮式（pw=0） 

6：塑性ヒンジ考慮式（pw/2 考慮） 

4 
曲げひび割れ 

耐力式 

曲げひび割れ耐力式において、コンクリートの曲げ引張 Ftb 

自動

計算 

強度（Ftb）の倍率を入力します。 

Ftb は 0.0～1.0 で入力してください。 

5  

 

 

6 PC 柱圧着部 
0：出力する 

0 
1：出力しない 

7 ひび割れの検討 
0：出力する（Fcr・MD と判定部分） 

0 
1：出力しない 
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RC部材断面計算条件 

MEM3 1 2 3  

  

番 号 項  目 説  明 省略時 

1 せん断終局耐力式 
0：許容応力度式 

0 
1：終局強度式 

2 出力指定 

0：終局強度設計、許容応力度設計どちらも行う。 

0 1：終局強度設計を行う。 

2：許容応力度設計を行う。（短期の 1.5Ｋのみ検討） 

3 
せん断スパン 

計算条件 

 降伏剛性低下率αy の算定に用いるせん断スパン(a)の 

0 
 計算において 

0：長期応力を考慮する   a=M/(QL+QM) 

1：長期応力を考慮しない  a=M/QM 

4 
RC 柱 

Mu 算定式 

0：at 式 
0 

1：ag 式 

  

 
その他 

MEM4 1 

  

番 号 項  目 説  明 省略時 

1 
部材荷重計算 

分割数 

PC 梁部材の PC 緊張による部材荷重の計算を行う際の 

16 
梁の分割数 

  

部材荷重計算分割数は、偶数としてください｡ 
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梁計算指定  

MEMG 1 2 3 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名  不可 

3 軸番号 
その架構で指定された左からの軸番号 

不可 SHAS で入力した直交軸名の先頭に-を付けると軸番号として使用すること 

ができます。  

 

・ 出力したい架構名､階名、軸番号を入力してください。 

 

・ MEMC及びMEMGの入力が無い場合全ての断面を出力します。 

 

・ MEMGを入力した場合、MEMC(柱の断面計算指定）の入力も行ってください。入力を行わなかった場

合、柱の断面計算が行われません。 

 

 

【 入力例 】 

MEMG X1 2F：RF 1：4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 入力例 】（軸番号に直交軸名使用） 

SHAS X 0  Y1 1 1800 / A B 

MEMG Y1 2F：RF  -A   

 

注) 出力指定をしても、CMoQoは出力されます。 

 

  

1 2 43

1F

2F

3F

4F

X1フレーム

RF
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柱計算指定  

MEMC 1 2 3 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名  不可 

3 軸番号 
その架構で指定された左からの軸番号 

不可 SHAS で入力した直交軸名の先頭に-を付けると軸番号として使用すること 

ができます。 
 

 

・ 出力したい架構名､階名、軸番号を入力してください。 

 

・ MEMC及びMEMGの入力が無い場合全ての断面を出力します。 

 

・ MEMCを入力した場合、MEMG(梁の断面計算指定）の入力も行ってください。入力を行わなかった場

合、梁の断面計算が行われません。 

 

 

【 入力例 】 

MEMC X1 1F：4F 1 

       X1 1F：2F 2：3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 入力例 】（軸番号に直交軸名使用） 

SHAS X 0 Y1 1 1800 / A B 

MEMC Y1 1F -A   

 

  

1 2 43

1F

2F

3F

4F

X1フレーム

RF
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柱脚計算指定  

MEMB 1 2 3 4 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名  不可 

3 軸番号 
その架構で指定された左からの軸番号 

不可 SHAS で入力した直交軸名の先頭に-を付けると軸番号として使用すること 

ができます。 

4 条件 fx(cm)/fy(cm)-FCxx 
柱 リ ス ト

による。 

 

・ 出力したい架構名､階名、軸番号を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 入力例 】 

MEMB X1 1F 1 15/20-FC30 

 

  

fx fx

fy
fy

fx fx

D
y

Dx

地中梁天端
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一本部材指定 

MEMM 1 2 3 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名  不可 

3 軸番号：軸番号 一本部材としたい梁の左端の軸番号：右端の軸番号 不可 
 

 

・ 一本部材として指定できるのは、2分割された梁とし、それ以上に分割された梁には対応しません。 

 

・ せん断耐力の値（部材長Lo、材端のM）、剛性低下率、使用上の支障に関する検討に考慮します。 

 

 

【 入力例 】 

MEMM  X1 RF 1：3 
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接合部検討条件 

MEMX 1 2 3 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 
安全限界状

態の検定 

0：計算しない 

0 1：メカニズムが明らかな場合の計算 

2：メカニズムが明らかでない場合の計算 

2 
安全限界状

態の係数 

α1-α2-β 

1.25-1.25 

-2.5 

α1： 解析に用いた終局曲げモーメントに対する上限強度を用いた終局曲 

げモーメントの比に基づく係数 

α2： 鋼材の信頼強度用いた終局曲げモーメントに対する上限強度を用い 

た終局曲げモーメントの比に基づく係数 

β：  柱梁接合部に要求されるせん断強度の損傷限界設計用せん断力に 

対する比  

3 
損傷限界状

態の検定 

1：検討する 
2 

2：検討しない 

 

・ 柱梁接合部の検討はPC大梁を有する柱梁接合部の設計法にて検討しています。よって、RC部材同

士の接合部は別途検討が必要です。 

 

参考値） ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽｺﾝｸﾘｰﾄ造柱梁接合部設計指針より 

 α1・α2 → SD295=1.30 

          SD345,SD390=1.25 

          PC鋼材=1.15 

 

 

【 入力例 】 

MEMX 1 1.25-1.25-2.5 1 
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接合部計算指定 

MEMJ 1 2 3 4 5 6 7 

 
番 号 項  目 説  明 省略時 

1 架構名   不可 

2 階名  不可 

3 軸番号   不可 

4 
安全限界状態応力 
【ﾒｶﾆｽﾞﾑが明らかな場

合の計算入力項目】 

（左）bMFi/bMFj/cQ ／ （右）bMFi/bMFj/cQ 

0 
bMFi：左側梁端の安全限界状態時ﾌｪｲｽﾓｰﾒﾝﾄ（kN・m）  
bMFj：右側梁端の安全限界状態時ﾌｪｲｽﾓｰﾒﾝﾄ（kN・m）  
cQ：安全限界状態時の柱のせん断力（kN） 

5 
損傷限界状態応力 
【損傷限界状態の検定 

入力項目】 

（左）bMtdi/bMtdｊ/cN ／ （右）bMtdi/bMtdｊ/cN 

1) 
bMtdi：左側梁端の損傷限界水平荷重による節点ﾓｰﾒﾝﾄ（kN・m）  
bMtdｊ：右側梁端の損傷限界水平荷重による 節点ﾓｰﾒﾝﾄ（kN・m） 

 
cN：柱軸力（kN） 

6 
φ/κ 
【終局せん断強度算出 

入力項目】 

φ：直交梁の有無による補正係数 

1.0/自動 

   φ=1.0  両側直交梁付き接合部 

   φ=0.85 上記以外 

κ：接合部の形状による係数 
   κ=1.0  十字形接合部 

   κ=0.7  ト形及び T 形接合部 

   κ=0.4  L 形接合部 

7  

接合部形状 
【せん断強度算出 

入力項目】 

 bi/jDr/jDp  

2) 

bi：梁側面からこれに平行する柱側面までの距離（cm） 

jDr：主筋の定着長さ（cm） 

jDp：PC 定着装置の定着板またはそれに相当する部分の 

 

   PC 鋼材が貫通する柱面からの距離（cm） 

 

1） 省略時は、bMtdは地震時（K）節点モーメント、cNは下階に取り付く常時荷重柱軸力として自動計

算します。 

 

2） 省略時は、bi= (柱幅-梁幅)/2、jDr = 0.7×柱せい、jDp = 0.6×柱せいとして自動計算します。 

 

 

 

【 入力例 】 

MEMJ X1 RF 1 0/2000/500 0/1500/3000 0.85 20/80/100 
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-2

Y1

1F
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4F
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X1
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 FCxx  

  

( kN/m3 ) 

24 

 

)  

 

,  Fc 30 N/mm2 

PRC           Fc 24 N/mm2 * 

* Fc 21N/mm2

 

 

) PC RC (C) RC (G)  

 

RC (C) RC (G) Fc 21 N/mm2  

PC PC (F) PC (P) RC (G)  

 

) PC (P)  

 

( )  

  



4-8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D10 D16 SD295 1.0 

D19 D29 SD345 1.0 

D32  SD390 1.0 
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 4   

 

 

 

PC PC

PC  

SBPR

 

 mm   

 

SWPR1 5,7,8,9  

SWPR7A 9.3,10.8,12.4,15.2  

SWPR7B 9.5,11.1,12.7,15.2  

SWPR19 17.8,19.3,20.3,21.8,28.6  

SBPR785/1030 SBPR930/1080 SBPR1080/1230 

 9.2 11 13 17 23 26 32 36, 40  

 

 PC  kN/  1) 

 1/rad   

 1/m   

P

 

0.85  

Mx PCaPC

 

2) 

 

 PC PC

 

 

1   

1998

 

2)  PC 0.85 PC 0.80  
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nx1

ny1

Dx

D
y

X

Y

6.0

6
.0

4.
0

4.0

 

     

   

   

 Dx*Dy cm   

   

 cm  1 

 

 1000  

Ix- Asx- An- Iy- Asy(  
Ix( Iy):X(Y) I0  

Asx( Asy):X(Y) As A  

An:An A  

 1000

 

Ix-Asx-An-Iy-Asy (cm4-cm2-cm2-cm4-cm2) 
Ix(Iy):X(Y)  

Asx(Asy):X(Y)  

An:  

 

 

1.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1   

 

 

 

 

 

 

 

4cm  

 

 

 

 

 

   =1 2 /  

    1 =4cm STP /2 

    = 1.5  
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  (mm) (mm) (mm2 
 ) 

 785 

K10 9.53 30 71.3 

K13 12.7 40 126.7 

K16 15.9 50 198.6 

1275 

RB6.2(RB6) 6.2 19.5 30 

RB7.1(RB7) 7.1 22.8 40 

RB9.0(RB9) 9 28.7 64 

RB10.7(RB10) 10.7 34.9  90 

RB12.6(RB12) 12.6  41.2  125 

KSS785 

S10 9.53  30 71.3 

S13 12.7  40 126.7 

S16 15.9  50 198.6 

 

U6.4(U6) 6.4  20 30 

U7.1(U7) 7.1  22 40 

U9.0(U9) 9  28 64 

U10.7(U10) 10.7  34 90 

U12.6(U12) 12.6  40 125 

 

UHY  

UH6 6.35  20 31.67 

UH10 9.53  30  71.3 

UH13 12.7  40 126.7 

UH16 15.9  50 198.6 

  

  

 SBPD1275/1420( (U) 1275(RB))  

135° (785(N/m2)

1275(N/m2)

RB RS U US
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b D/Dp- B / B0 t-h cm T  

b   D Dp PCa  

B  

   

B0 P/A  

t h  

 

 

[n 1 / n 2 -n 1 / n 2 - xx / xx nP - xx - pit] 

n 1 1  

n 2 2  

n 1 1  

n 2 2  

nP  

xx  

xx  

xx  

pit  mm  

 

 cm  1 

 

 

cm  
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L0/4 

 

 

 

1000  

I- As- An (  

I  o  1.5 2.0  

As  As A  
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I-As-An (cm4-cm2-cm2) 

I   

As   

An   

 

 

1.0 

 

n-Dxx n-Dxx 
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n-Dxx-pit n-Dxx-pit 
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3   

 

b D/Dp - B/ B0 t-h  cm  

b  

D  
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b  

D  

Dp PCa  

B  
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t  

 
 

ST  
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1  = 4cm STP /2 

 = 1.5  
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  (mm) (mm) (mm2 
 ) 

 785 

K10 9.53 30 71.3 

K13 12.7 40 126.7 

K16 15.9 50 198.6 

1275 

RB6.2(RB6) 6.2 19.5 30 

RB7.1(RB7) 7.1 22.8 40 

RB9.0(RB9) 9 28.7 64 

RB10.7(RB10) 10.7 34.9  90 

RB12.6(RB12) 12.6  41.2  125 

KSS785 

S10 9.53  30 71.3 

S13 12.7  40 126.7 

S16 15.9  50 198.6 

 

U6.4(U6) 6.4  20 30 

U7.1(U7) 7.1  22 40 

U9.0(U9) 9  28 64 

U10.7(U10) 10.7  34 90 

U12.6(U12) 12.6  40 125 

 

UHY  

UH6 6.35  20 31.67 

UH10 9.53  30  71.3 

UH13 12.7  40 126.7 

UH16 15.9  50 198.6 

 

  

 SBPD1275/1420( (U) 1275(RB))  

135° (785(N/m2)

1275(N/m2)

RB RS U US
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RC

 

   

1) PC T  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LSTG RF PG3L G 60*100/86-170/170*14 0-0-D25|2-D13-200 _ 

60*100/86-366.7/600*14 1-4-D25|2-D13-200 _ 

60*100/86-366.7/600*14 0-0-D25|2-D13-200 7.0 140-0 * 5-D10 

2) RC T  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LSTG 1F FG3L G  60*150 5/4-5/4-D32|2-D13-200 _ 

                   60*150 5/4-5/4-D32|2-D13-200 _ 

                   60*150 5/4-5/4-D32|2-D13-200 8.0 * 2.0  
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I  

3) PC  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LSTG 4F PG3L G 60*100/86-170/170/45*14 0-0-D25|2-D13-200 _ 

              60*100/86-366.7/600/45*14 1-4-D25|2-D13-200 _ 

60*100/86-366.7/600/45*14 0-0-D25|2-D13-200 7.0 140-0 * 5-D10 

4) PC I  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LSTG 4F PG3L G 60*100/86-170/170/35/25/*14/10/20/10/10 0-0-D25|2-D13-200 _ 

                  60*100/86-366.7/600/35/25/*14/10/20/10/10 1-4-D25|2-D13-200 _ 

                  60*100/86-366.7/600/35/25/*14/10/20/10/10 0-0-D25|2-D13-200 7.0 _ 

140-0 * 5-D10  
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I  

5) PC ST  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
LSTG RF  ST1  G  35*80/70-200/200/20/190*10/8/0/0/0-0 2-2-D19|2-D13-150 _ 

35*80/70-200/200/20/190*10/8/0/0/0-0 2-2-D19|2-D13-150 _ 

35*80/70-200/200/20/190*10/8/0/0/0-0 2-2-D19|2-D13-150 7.0 * * * * _ 

124-124 * 10-D13 
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1)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     LSTP 6KC1 CB32 3-8 [C] [15] [*] N-0-0 

 

2) 12  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     LSTP 3KC2 CB32 4/2-12 [C] [15/15] [*] N-0-0 

 

3) 16  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     LSTP 2KC2 CB32 5/2-16 [C] [15/15] [*] N-0-0 
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LSTP PC1 K507 2/2 [S-A-S-A-S] [20/30-*-60/15-*-30/25] [70-*-100-*-70] _ 

        L-35.0-15.0 0.6     
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LSTP PC11 K507 2/1/1/2 [S-A-S-A-S] [25/24/0/24-*-75/0/15/0-*-25/24/0/24-*] _ 

         [50-*-100-*-50 L-40-30 0.6 

  



4-30 

 

  3  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LSTP PC21 K507 1/1/1/1/1/1 [S-A-S-A-S] _ 

        [24/24/24/24/24/24-*-140/0/0/20/0/0-*-24/24/24/24/24/24-*] _ 

        [60-*-100-*-60 W-50-50 0.6  
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PC41                                  PC42 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3  

  PC PC

( PC ) 

 

 

LSTP PC41 K507 2/2 [S-A-S-A-S] [25/30-*-80/15-*-20/20-*] [70-*-200-*-70] _ 

     W-40.0-40.0 0.6     

     PC42 K508 1 [S-A-S-A-S] [25-*-95-*-20-*] [70-*-200-*-70] _ 

     L-40.0-40.0 0.6     
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2  

1. D0    

 

LSTP PC511 K507 2/2 [S-A-S-A-S] [25/30-*-70/15-*-20/15-*] [60-*-100-*-60] _ 

              WL-40.0-30.0 0.6 

        PC512 K507 2/2 [S-A-A-S] [20/D0-*-40/D0-30/D0-*] [60-*-*-60] _ 

              W-0.0-40.0 0.6 
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